
02 	トピックス スポーツフェスティバル、令和５年度第１回学校運営協議会 ほか
04 	健康支援センターだより お口の健康は全身の健康 ほか
06 	むらの事件簿 防災の日、ぼんやり運転に注意、山岳遭難の防止 ほか
07 	お知らせ伝言板 道路愛護運動、通行規制区間への侵入の危険性について ほか
12 	赤井川村写真館・編集後記 

９
２０２３

No.
７
０
０

村の木：シラカバ 村の花：ムラサキヤシオ

AKAIGAWA

広　報

人と自然が育む美しい村

～やすらぎと潤いのふるさとをめざして～

スポーツフェスティバル／2023年7月18日
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令和5年度第１回学校運営協議会
2023.7.19　赤井川村役場

　７月19日（水）今年度第1回目の学校運営協議会が開催されました。
　今年度から新たな任期となり、協議会委員の皆様に辞令交付を
行いました。その後、各校長から今年度の学校経営方針の重点に
ついて説明がありました。
　今回は、「コミュニティ・スクールの充実を目指して」と題して、「コ
ニュニティ・スクールとは」や「学校運営協議会の主な役割」、「こ
れからの学校と地域」などについて、後志教育局社会教育指導班
主査の方より講話をいただきました。
　講話のあとに協議会委員の方々から御意見等をいただきました。
　地域のお年寄りや学校との接点がない人が、コロナ禍前に実施
していた地域参観や給食試食会を楽しみにしていたので、ぜひ再
開してほしいなどの意見が寄せられました。
　出席していただきました委員の皆様、ありがとうございました。
　次回の学校運営協議会は９月頃を予定しております。

スポーツフェスティバル
2023.7.18　赤井川中学校

　７月18日（火）に赤井川中学校で、スポーツフェスティバル
が開催されました。
　午前中は陸上競技記録会を行いました。トラック競技では
１００、２００、８００、１５００ｍ走、フィールド競技では
走高跳、走幅跳、ジャベリックスローに取り組みました。どの
種目も迫力があり、とても見応えがありました。
　午後は生徒会実行委員会種目を行いました。二人一組で段
ボールを運ぶ宅配リレーではどのチームも工夫して段ボールを
運びましたが、特に教員チームの連携がすごく、会場も大盛り
上がりでした。最後に実施した麻袋リレーでは抜きつ抜かれつ
の大熱戦となりました。
　参加した生徒の皆さん、応援に駆け付けた保護者の皆さんお
疲れさまでした。

「緑の募金」運動が実施されました
2023.7.21　赤井川村役場

　６月１日から国土緑化運動の一環として実施されている「緑
の募金」運動に赤井川中学校の生徒が取り組み、その結果を７
月21日（金）に村長室へ報告しに訪れました。
　集まった募金額は「１,５５８円」でこの結果は、生徒会だよ
りでも報告されました。
　緑の募金は、赤井川村役場産業課窓口でも受け付けておりま
す。森林に対する人々の関心の高まりを踏まえ、地域の緑づく
りに大きな役割を果たしている「緑の募金」運動のより一層の
進展を図るため、みなさまのご協力をお願いいたします。
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弱点克服学習会
2023.7.31～8.2　健康支援センター

　７月31日（月）、８月１日（火）、８月２日（水）の３日間、小学生を
対象とした弱点克服学習会が行われました。今年は30人の児童が
参加しました。
　子供たちは、それぞれ配布されたドリルや、夏休みの宿題を１日
約２時間、集中して取り組みました。
　今回も中学生をはじめ、たくさんの方が勉強会に講師として協力
してくださいました。協力してくださった皆様のおかげで充実した勉
強会を開催することができました。お忙しい中本当にありがとうご
ざいました。
　冬休みにも開催する予定ですので、多くの皆さんの参加をお待ち
しております。

Topics

令和５年度プールで遊ぼうデー
2023.7.27,8.3　村営都プール

　７月27日（木）、８月３日（木）の２日間、村営都プールにて、４年
ぶりとなる「プールで遊ぼうデー」を開催しました。
　普段、村営プールは泳ぐことを目的としており、ビーチボールや
浮き輪、水鉄砲などの持ち込みは禁止されていますが、その禁止
事項をなくし、子供たちに思いっきり楽しんでもらいました。
　２日間とも小中学生合わせて20人以上の子供たちが集まり約２
時間、プールで水遊びを楽しみました。
　来年も開催する予定ですので、たくさんの参加をお待ちしており
ます。

芸術鑑賞会
2023.７.23　札幌市

　７月23日（日）、芸術鑑賞会を実施しました。今年は、札幌市に
ある「三岸好太郎美術館」を訪れました。
　三岸好太郎は、札幌出身の洋画家です。彼の死後、遺族から
２２０点の作品が北海道に寄贈されたのを機に、１９７６年に北海
道で初めての美術館として開館しました。翌年には「北海道立三岸
好太郎美術館」と改称し新たに開館して、三岸好太郎の生涯にわ
たる代表的な作品の所蔵品展を中心に、特別展や音楽会などを開
催しています。
　美術館で作品を鑑賞した後は、隣接する知事公館の敷地を散策
し大通公園に移動して各自、札幌市内を自由行動の後、帰村しました。
　来年度も芸術鑑賞会を開催する予定ですので、ぜひ御参加くだ
さい。

北海道新幹線落合工区見学会
2023.8.8　赤井川村内

　令和５年８月８日に夏休み中の赤井川村内の小学４年生〜６年生
や保護者を対象に北海道新幹線、後志トンネル（落合）工区の見学
会が行われました。
　後志トンネル（落合）工区では、平成28年から掘削が行われ、令
和５年に約７年の月日をかけてトンネル掘削が完了しました。
　見学会では、鉄道・運輸機構から北海道新幹線の概要説明や
大成・佐藤・田中・堀松JVから後志トンネル（落合）工区の工事概
要説明が行われました。
　参加者はトンネル内の涼しさやトンネル、明かり（高架橋・橋りょ
う）の建設費用の他、トンネル掘削時の勤務体制や１日に掘削でき
る距離数に驚きの声が聞かれました。また、当日は集合場所にむら
バスを利用される方もおり、むらバスに親しむ機会となりました。
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　意外と知られていない、お口の健康の大切さ。歯やお口の中の些細な変化は、全身の健康状態にも影響
を与えます。ぜひ、歯の健康のセルフチェックを習慣化しましょう。

　コロナが５類に下がってから初めての夏。各地
で様々なイベントが復活しました。皆さんはどう
過ごされましたか？さて、いよいよ９月は赤井川
村の祭典です。季節の変わり目ですが、ぜひ万全
の体調でご参加ください！！

お口の健康は全身の健康

□　朝起きた時に、口がネバネバする。
□　口臭を感じる、口臭があると言われる。
□　歯の根元がしみる。
□　歯と歯の間によく食べ物がはさまる。
□　歯垢、歯石がついていると思う。
□　歯みがきをすると、歯肉から血が出る。
□　歯が長くなったように見える。
□　かたい物をかむと痛い、かめない。

～歯周病のセルフチェック～
左の項目のうち、１つでも該当す
るものがあれば、歯周病の可能性
があります。
悪化する前に、歯科医院へ
の相談をお勧めします。

専門家のチェックも必要不可欠

　歯科医院は、治療をするためだけの場所ではありません。健診を受けたり、普段の歯みがきでは取り切
れない歯の汚れを落とす等、予防するための場所でもあります。
　皆さんが定期的に住民健診を受けてくださっているように、ぜひ歯科医院で歯の健診も定期的にご利用
ください。
　なお、住民健診と同日に、成人の歯科健診を実施します。ただし、実施できる人数は10名と限られてい
るため、令和４年度の住民健診の結果をもとに対象者を抽出して個別にご案内をさせていただいておりま
すので、ご了承ください。対象の方は、歯科医院がない赤井川村でお口の健康を診てもらえるこの機会を
ぜひご利用ください。

■日時　令和５年10月11日（水）10時00分～11時30分

■場所　赤井川村健康支援センター　悠楽室

■対象　40歳～74歳の国保加入者　かつ　歯周疾患リスクが高いと思われる方

■料金　無料 個別にご案内をさせていただ
いた方のみ、ご利用可能です。
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10
月
１
日
（
日
）
か
ら
７
日

（
土
）
ま
で
の
公
証
週
間
期
間

中
、
日
本
公
証
人
連
合
会
本
部

に
お
い
て
、
電
話
に
よ
る
無
料

公
証
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

公
証
人
が
皆
様
の
疑
問
、
質

問
等
に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
遺
言
、
任
意
後
見
、

尊
厳
死
宣
言
、
家
庭
内
信
託
、

離
婚
、
そ
の
他
契
約
一
般
の
公

正
証
書
の
御
相
談
、
会
社
定
款

の
認
証
等
の
御
質
問
な
ど
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
電
話
公
証
相
談
の
期
間
と
受

付
時
間

10
月
１
日
（
日
）
か
ら
同
月

７
日（
土
）ま
で（
全
７
日
間
）

９
時
30
分
～
12
時

　

13
時
～
16
時
30
分

■
電
話
公
証
相
談
の
特
設
専
用

電
話
番
号

　

℡
０
３

－

３
５
０
２

－

８
２
３
９

■
そ
の
他

小
樽
公
証
役
場
に
お
い
て
も
、

下
記
の
と
お
り
本
年
の
「
公

証
週
間
」
期
間
中
の
10
月
７
日

　
（
土
）
の
９
時
か
ら
16
時
ま
で

（
た
だ
し
、
昼
休
み
時
間
を
除

　

く
）、「
休
日
無
料
面
接
相
談

　

会（
予
約
制
）」を
実
施
し
ま
す
。

■
日
時

10
月
７
日
（
土
）

９
時
～
１
６
時（
お
昼
時
間
を
除
く
）

■
場
所

小
樽
公
証
役
場

小
樽
市
色
内
１
丁
目
９
番
１

　

号　

松
田
ビ
ル
１
階

■
担
当

　

公
証
人　

羽
澤　

勝
夫

■
相
談
事
項

遺
言
、
相
続
等
の
身
近
な
法

律
問
題
を
は
じ
め
、
離
婚
、

金
銭
や
土
地
建
物
の
賃
借
問

題
、
任
意
後
見
契
約
な
ど
に

　

つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
受
付

実
施
日
前
日
ま
で
に
電
話
で

予
約
受
付
し
ま
す
。
定
員
に

な
り
次
第
、
受
付
は
終
了
し

ま
す
の
で
、
御
了
承
願
い
ま

す
。

小
樽
公
証
役
場

℡
０
１
３
４

－

２
２

－

４
５
３
０

　

昭
和
37
年
４
月
２
日
か
ら
昭

和
54
年
４
月
１
日
の
間
に
生
ま

れ
た
男
性
の
方
は
風
疹
の
定
期

予
防
接
種
の
対
象
者
で
す
（
平

成
31
年
２
月
予
防
接
種
法
施
行

令
改
正
）。

　

対
象
の
方
に
は
無
料
で
抗
体

検
査
や
予
防
接
種
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
ク
ー
ポ
ン
券
を
郵

送
し
て
お
り
ま
す
。
表
記
の
有

効
期
限
に
関
わ
ら
ず
令
和
７
年

３
月
31
日
ま
で
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
是
非
検
査

及
び
予
防
接
種
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

ク
ー
ポ
ン
券
を
紛
失
さ
れ
た

方
は
再
発
行
が
可
能
で
す
。
ま

た
、
他
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ

た
方
は
お
持
ち
の
ク
ー
ポ
ン
券

を
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
い
ず
れ

も
改
め
て
発
行
し
ま
す
の
で
保

健
福
祉
課
保
健
係
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

保
健
福
祉
課
保
健
係

℡
３
５

－

２
０
５
０

　

余
市
町
に
あ
る
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
リ
カ
バ
リ
ー
し
り

べ
し
は
、
障
が
い
や
病
気
、
ひ

き
こ
も
り
、
不
登
校
な
ど
の
生

き
づ
ら
さ
を
抱
え
て
い
る
方
を

対
象
に
、
創
作
活
動
や
余
暇
活

動
、
仲
間
づ
く
り
や
地
域
交
流

な
ど
、
お
一
人
お
ひ
と
り
に
合

わ
せ
た
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
立
と
回
復

の
た
め
の
第
一
歩
を
応
援
し
て

お
り
、
赤
井
川
村
在
住
の
方
も

ご
利
用
で
き
ま
す
。

　

今
月
、
今
年
度
第
３
回
目
の

「
出
張
リ
カ
バ
リ
ー
し
り
べ
し
」

（
共
生
型
地
域
交
流
サ
ロ
ン
）

を
下
記
の
日
時
で
開
催
し
ま
す
。

　

気
持
ち
を
共
有
で
き
る
人
と

お
し
ゃ
べ
り
し
た
い
方
、
居
場

所
で
色
々
な
人
た
ち
と
交
流
し

た
い
方
、
リ
カ
バ
リ
ー
し
り
べ

し
が
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る

か
を
知
り
た
い
方
な
ど
、
こ
の

機
会
に
少
し
の
ぞ
い
て
み
ま
せ

ん
か
？
み
な
さ
ま
の
ご
参
加
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
時

９
月
21
日
（
木
）

13
時
15
分
～
15
時
15
分

　

※
出
入
り
自
由
で
す
。

■
場
所

赤
井
川
村
健
康
支
援
セ
ン
タ

　

ー
悠
楽
室

■
参
加
費

　

無
料

■
参
加
対
象

障
が
い
や
病
気
、
ひ
き
こ
も

り
、
不
登
校
な
ど
生
き
づ
ら

さ
を
抱
え
て
い
る
方
と
そ
の

家
族
、
ま
た
は
、
村
民
同
士

で
気
軽
に
集
ま
り
交
流
し
た

　

い
地
域
住
民
の
方

■
内
容

自
己
紹
介
・
リ
カ
バ
リ
ー
し

り
べ
し
の
紹
介
、
お
し
ゃ
べ

り
な
ど

※
申
し
込
み
不
要
で
す
。
当
日

　

会
場
に
お
越
し
下
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

〇
保
健
福
祉
課
福
祉
係

　

℡
３
５

－
２
０
５
０

〇
Ｎ
Ｐ
О
法
人
し
り
べ
し
圏
域

　

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
地
域
活

　

動
支
援
セ
ン
タ
ー
リ
カ
バ
リ

　

ー
し
り
べ
し　

　

余
市
町
黒
川
町
10
丁
目
1
番

　

地
26

　
℡
０
１
３
５

－

２
３

－

７
３
６
０

　

自
衛
官
候
補
生
・
防
衛
大
学

校
学
生
・
防
衛
医
科
大
学
校
医

学
科
学
生
・
防
衛
医
科
大
学
校

看
護
学
科
学
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

当
事
務
所
で
は
、
説
明
会
を

随
時
行
っ
て
お
り
ま
す
。

※
自
衛
官
候
補
生
及
び
一
般
曹

　

候
補
生
の
採
用
年
齢
が
18
歳

　

以
上
33
歳
未
満
に
改
正
さ
れ

　

ま
し
た
。

■
お
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

小
樽
地
域
事
務
所

小
樽
市
稲
穂
２

－

22

－

４

樽
石
ビ
ル
2
Ｆ

℡
０
１
３
４

－

２
２

－

５
５
２
１

成
人
の
風
し
ん

抗
体
検
査
に
つ
い
て

「
出
張
リ
カ
バ
リ
ー
し
り
べ
し
」

開
催
の
お
知
ら
せ

自
衛
官
募
集

公
証
週
間
無
料

電
話
相
談
会

◆◇赤井川村SOSネットワーク◇◆

　高齢者がいなくなったことに気づいたら
　すぐに余市警察署へご連絡ください。

 「高齢者の行方不明が発生した」と伝えてく
ださい。

Tel　０１３５―２２―０１１０

健康支援センターだより
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余市警察署赤井川駐在所　　℡ 34-6110
北後志消防組合赤井川支署　℡ 34-6033

　

毎
年
９
月
１
日
は
「
防
災
の

日
」、
８
月
30
日
か
ら
９
月
５

日
は「
防
災
週
間
」で
す
。家
庭

で
は
、い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
、

避
難
場
所
の
確
認
や
非
常
持
ち

出
し
袋
を
用
意
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
中
身
は
一
人
で
持
ち

出
せ
る
最
低
限
の
物
を
用
意
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
一
年
に
一

度
は
必
ず
点
検
し
、
電
池
や
ミ

ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
、
缶
詰
等

は
古
く
な
っ
て
い
れ
ば
新
し

い
も
の
と
交
換
し
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
災
害
直
後
に

は
持
ち
出
せ
な
く
て
も
後
々

使
用
で
き
る
よ
う
に
水
や
イ

ン
ス
タ
ン
ト
食
品
を
別
に
準
備

し
て
お
く
と
安
心
で
す
。

　

大
地
震
で
は
、
家
具
等
の
転

倒
に
よ
る
被
害
も
多
く
発
生

し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
不
安
定

な
家
具
、
ま
た
危
険
な
物
が
な

い
か
な
ど
、
今
一
度
家
の
内
外

の
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

防

災

の

日
　

余
市
か
ら
、
古
平
積
丹
へ
繋

が
る
国
道
２
２
９
号
や
、
仁
木

を
経
由
し
て
岩
内
、
倶
知
安
へ

繋
が
る
国
道
５
号
は
、
直
線
や

緩
や
か
な
カ
ー
ブ
が
多
く
、
集

中
力
が
落
ち
、
ぼ
ん
や
り
と
し

た
ま
ま
運
転
し
た
り
、
眠
く
な

っ
た
ま
ま
運
転
し
て
し
ま
い
が

ち
で
す
。

　

特
に
、
国
道
２
２
９
号
は
、

過
去
に
対
向
車
線
に
は
み
出
す

事
故
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

適
度
に
休
憩
を
と
る
な
ど
し

て
、
運
転
に
集
中
し
た
安
全
運

転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

〇
無
理
の
な
い
計
画
を
立
て
登

　

山
計
画
書
を
提
出
し
ま
し
ょ

　

う
。

　

登
山
技
術
に
応
じ
た
山
を
選

　

ぶ
な
ど
無
理
の
な
い
計
画
を

　

立
て
、
登
山
計
画
書
を
作
成

　

し
て
、
最
寄
り
の
警
察
署
に

　

提
出
し
ま
し
ょ
う
。

〇
複
数
人
に
よ
る
登
山
を
心
掛

　

け
ま
し
ょ
う
。

　

経
験
豊
富
な
リ
ー
ダ
ー
等
と

　

一
緒
に
登
山
し
ま
し
ょ
う
。

〇
万
全
の
装
備
と
余
裕
あ
る
食

　

料
等
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

　

登
山
時
の
装
備
不
備
や
食
料

　

不
足
が
最
悪
の
事
態
を
招
く

　

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

十
分
な
装
備
と
、
停
滞
時
に

　

備
え
た
食
料
や
燃
料
等
を
準

　

備
し
ま
し
ょ
う
。

〇
携
帯
電
話
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　

万
一
の
遭
難
に
備
え
ま
し
ょ

　

う
。

〇
気
象
情
報
の
確
認
を
し
ま
し

　

ょ
う
。

　

入
山
前
に
は
必
ず
天
気
予
報

　

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

途
中
で
天
候
が
悪
化
し
た
場

　

合
は
、
す
ぐ
に
引
き
返
す
な

　

ど
安
全
な
登
山
に
努
め
ま
し

　

ょ
う
。

　　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
「
叩
き
」「
受

け
子
」
な
ど
の
隠
語
を
使
い
、

短
時
間
で
高
収
入
が
得
ら
れ
る

と
い
う
甘
い
言
葉
で
犯
罪
の
実

行
犯
を
募
集
し
、
こ
れ
ら
実
行

犯
に
よ
る
強
盗
や
特
殊
詐
欺
な

ど
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
応
募

す
る
こ
と
は
絶
対
に
や
め
て
く

だ
さ
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
対
策
の
た
め
受
講
制
限
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
受
講
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
予

約
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
優
良
運
転
者
講
習
（
30
分
）

　

９
月
12
日
（
火
）
15
時
30
分

　

９
月
27
日
（
水
）
14
時
30
分

■
一
般
運
転
者
講
習（
１
時
間
）

　

９
月
27
日
（
水
）
13
時

■
違
反
運
転
者
講
習（
２
時
間
）

　

９
月
12
日
（
火
）
13
時

■
初
回
講
習
（
２
時
間
）

　

９
月
12
日
（
火
）
13
時

※
会
場
は
全
て
余
市
町
中
央
公

　

民
館
で
す
。

※
該
当
す
る
講
習
を
ご
確
認
の

　

上
、
警
察
署
等
で
更
新
手
続

　

き
後
、
受
講
願
い
ま
す
。

※
「
優
良
運
転
者
」
は
過
去
５

　

年
間
違
反
な
し
、「
一
般
運

　

転
者
」
は
過
去
５
年
間
で
軽

　

微
な
違
反
が
１
回
の
み
、「
初

　

回
講
習
」
は
運
転
免
許
を
取

　

得
し
て
５
年
未
満
、
そ
れ
以

　

外
は
「
違
反
運
転
者
等
」
講

　

習
を
受
講
す
る
こ
と
と
な
り

　

ま
す
。

余
市
警
察
署
だ
よ
り

ぼ

ん

や

り

運
転
に
注
意

山
岳
遭
難
の
防
止

闇
バ
イ
ト
に
注
意

運
転
免
許
更
新
時
講
習
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INFORMATION

INFORMATIONお知らせ
伝言板

９月16日（土）10時00分～　健康支援センター
テーマ
「ふれあい・支えあい・健やかなむらづくり」

家族揃ってのご来場をお待ちしています

～日程と主な内容～
10:00　開会式・カルデラ太鼓演奏、
　　　 赤井川村ご当地体操
10:30　わいわい運動会（玉入れ他）
11:45　ふれあい歩こう会（800m、3,000m）
12:30　閉会式
　　　 地場食材カレーライス無料配布（持ち帰り）

～催事～
〇働く車の展示
　パトカー、救急車、福祉車両（リフト車）
〇AED、救護索発射訓練の実演
〇わたあめ、かき氷屋

◆お願い
〇体調不良の方、発熱のある方は参加をご遠慮ください。
〇トイレ以外の理由で健康支援センター内の立ち入り
　は禁止させていただきます。
◆送迎を希望される方
　当日の送迎を希望される方は、事務局まで直接ご連
　絡ください。
　送迎の時間帯については、別途各自にご連絡をさせ
　ていただきます。
◆お問い合わせ
　第28回ふれあい健康まつり実行委員会事務局
　（赤井川村社会福祉協議会内）（℡34－6068）

ご
協
力

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

毎
年
、
道
路
愛
護
啓
蒙
運
動

の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
「
道
路
愛
護
運
動
」
が
、
各

区
会
の
ご
協
力
の
も
と
無
事
に

終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

  

こ
の
運
動
は
、
毎
年
８
月
を

「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
と
し

て
、
道
路
を
利
用
し
て
い
る
皆

様
に
改
め
て
道
路
と
ふ
れ
あ
い
、

道
路
の
役
割
及
び
重
要
性
を
再

認
識
し
て
い
た
だ
き
、
美
し
く
、

安
全
に
利
用
す
る
気
運
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

年
々
、
道
路
へ
の
ポ
イ
捨
て

は
少
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ま
す
が
、
マ
ナ
ー
の
悪
い

ド
ラ
イ
バ
ー
が
い
る
こ
と
も
事

実
で
す
。

　

今
年
度
も
、
各
区
会
の
皆
様

（
合
計
３
５
０
名
参
加
）
に
道

路
清
掃
を
実
施
し
て
頂
き
、
道

路
も
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

村
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
道
路

を
安
全
に
使
用
で
き
る
よ
う
維

持
管
理
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

道
路
愛
護
運
動
へ
の
ご
協
力
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

道
路
で
災
害
が
発
生
し
た
場

合
な
ど
に
は
通
行
止
め
等
の
規

制
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

通
行
止
め
区
間
へ
脇
道
な
ど

か
ら
侵
入
す
る
と
、
損
壊
し
た

道
路
か
ら
の
転
落
や
、
崩
落
し

た
土
砂
に
巻
き
込
ま
れ
る
等
の

重
大
な
事
故
に
繋
が
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

　

大
変
危
険
で
す
の
で
指
定
さ

れ
た
迂
回
路
の
ご
利
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
通
行
規
制
の
状
況
は

次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し

て
い
ま
す
。

　

通
行
規
制
情
報
（
国
土
交
通

省
の
道
路
情
報
提
供
シ
ス
テ

ム
）

http://w
w
w
.road-info-prvs.

m
lit.go.jp/roadinfo/pc/

■
お
問
い
合
わ
せ

　

北
海
道
後
志
総
合
振
興
局
小

　

樽
建
設
管
理
部
維
持
管
理
課

　

℡
０
１
３
４

－

２
５

－

２
４
４
４

通
行
規
制
区
間
へ
の

侵
入
の
危
険
性
に
つ
い
て

道
路
愛
護
運
動
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お知らせ伝言板

左
記
の
と
お
り
、

第
２
期
の
集
合
徴
収
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時

　

10
月
２
日
（
月
）

　

14
時
～
15
時

◆
対
象
地
区

　

都
・
曲
川
・
明
治
・
落
合
・

　

常
盤
地
区

◆
場
所　

都
住
民
セ
ン
タ
ー

※
対
象
地
区
以
外
の
方
も
納
付

　

で
き
ま
す
。

※
税
以
外
の
公
共
料
金
も
納
付

　

で
き
ま
す
。

　

集
合
徴
収
を
ご
利
用
予
定
の

方
で
開
場
時
間
中
に
来
場
が
困

難
な
場
合
は
、
当
日
午
前
10
時

ま
で
に
住
民
課
税
務
係
ま
で
ご

連
絡
頂
け
ま
し
た
ら
、
開
場
時

間
外
で
の
戸
別
訪
問
に
よ
り
対

応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
改
善
さ
れ
た
台
風
情
報
の
活
用

　

８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
は
、

１
年
で
最
も
台
風
の
発
生
・
接

近
・
上
陸
が
多
く
な
る
時
期
で

す
。
強
い
勢
力
を
保
っ
た
ま

ま
北
海
道
へ
接
近
・
上
陸
す
る

こ
と
も
あ
り
、
主
に
暴
風
・
大

雨
・
高
潮
・
高
波
に
よ
る
災
害

を
も
た
ら
し
ま
す
。
台
風
が
接

近
し
て
災
害
の
お
そ
れ
が
あ
る

場
合
、
気
象
台
は
警
報
や
気
象

情
報
を
発
表
し
、
警
戒
を
呼
び

か
け
ま
す
。
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
は
、
お
住
ま
い
の
市
町

村
を
設
定
し
防
災
情
報
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

台
風
が
近
づ
い
て
い
る
際
に
は
、

こ
ま
め
に
チ
ェ
ッ
ク
し
台
風
に

よ
る
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　

台
風
情
報
は
、
台
風
の
中
心

が
到
達
す
る
と
予
想
さ
れ
る
範

囲
を
予
報
円
で
示
し
て
い
ま
す

が
、
近
年
の
数
値
予
報
技
術
等

の
改
善
に
よ
り
、
令
和
５
年
6

月
26
日
か
ら
そ
れ
ま
で
よ
り
も

絞
り
込
ん
で
発
表
し
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

札
幌
管
区
気
象
台
天
気
相
談
所

　

℡
０
１
１

－

６
１
１

－

０
１
７
０

　

土
地
の
売
買
・
賃
借
・
交

換
・
営
業
譲
渡
な
ど
、
一
定
面

積
以
上
の
土
地
取
引
に
係
る
契

約
を
し
た
場
合
に
は
、
国
土
利

用
計
画
法
の
規
定
に
よ
り
、
そ

の
土
地
が
所
在
す
る
市
町
村
に

届
出
が
必
要
で
す
。

■
届
出
の
対
象
と
な
る
面
積

〇
市
街
化
区
域　

２
千
㎡
以
上 

〇
市
街
化
区
域
以
外
の
都
市
計

　

画
区
域
内
５
千
㎡
以
上

〇
都
市
計
画
区
域
外　

１
万
㎡

　

以
上

■
届
出
者

　

土
地
の
権
利
取
得
者（
買
主
等
）

■
届
出
期
限

　

契
約
締
結
日
か
ら
２
週
間
以
内

※
提
出
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
で

　

も
、
届
出
書
の
提
出
に
ご
協

　

力
願
い
ま
す
。

■
提
出
書
類
（
各
３
部
）

〇
土
地
売
買
等
届
出
書

〇
土
地
売
買
等
契
約
書
の
写
し

〇
土
地
の
位
置
を
明
ら
か
に
し

　

た
縮
尺
５
万
分
の
１
以
上
の

　

地
形
図

〇
土
地
及
び
そ
の
付
近
の
状
況

　

を
明
ら
か
に
し
た
５
千
分
の

　

１
以
上
の
図
面

〇
土
地
の
形
状
を
明
ら
か
に
し

　

た
図
面

〇
委
任
状
（
代
理
人
が
届
出
す

　

る
場
合
）

■
罰
則

　

届
出
を
し
な
い
と
法
律
で
罰

　

せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
届
出
・
問
合
せ
先

　

産
業
課
産
業
係

　
℡
０
１
３
５

－

４
８

－

６
２
７
６

台
風
に
備
え
て

　

年
金
制
度
は
、
原
則
と
し
て

20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
40
年
間

の
加
入
・
納
付
状
況
に
よ
っ
て
、

年
金
額
が
決
定
さ
れ
ま
す
。
保

険
料
免
除
期
間
が
あ
る
場
合

や
、
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ

り
過
去
に
納
め
ら
れ
な
か
っ
た

期
間
が
あ
る
場
合
、
国
民
年
金

に
加
入
し
て
い
な
い
期
間
が
あ

る
な
ど
満
額
の
年
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
な
い
方
が
、
ご

本
人
様
の
申
出
に
よ
り
、
任
意

で
国
民
年
金
に
加
入
し
、
年
金

額
を
増
額
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。（
厚
生
年
金
保
険
（
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
等
）、
共
済
組
合
（
公

務
員
等
）
の
被
保
険
者
（
２
号

被
保
険
者
）
の
方
は
、
任
意
加

入
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。）

具
体
的
に
は
、

①
日
本
国
内
に
居
住
す
る
60
歳

　

以
上
65
歳
未
満
の
方

②
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
り
上
げ

　

支
給
を
受
け
て
い
な
い
方

③
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
年
金

　

保
険
料
の
納
付
月
数
が
４
８
０

　

ヶ
月
（
40
年
）
未
満
の
方

　

こ
の
①
～
③
ま
で
の
す
べ
て

の
条
件
を
満
た
す
方
が
対
象
者

と
な
り
ま
す
。

　

任
意
加
入
で
納
付
で
き
る
月

数
は
最
大
で
54
ヶ
月（
５
年
間
）

で
す
。

※
保
険
料
の
月
額
は
、
１
６
，

　

５
２
０
円（
令
和
５
年
度
額
）

　

で
す
。

※
保
険
料
納
付
に
つ
い
て
は
、

　

原
則
口
座
振
替
に
よ
る
こ
と

　

に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
そ
の
他
に
、
年
金
額
を
増
額

　

す
る
方
法
と
し
て
、
ご
本
人

　

様
の
申
し
出
に
よ
り
国
民
年

　

金
保
険
料
に
付
加
保
険
料
（
月

　

額
４
０
０
円
）
を
上
乗
せ
納
付

　

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
付

　

加
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合
、

　

老
齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金

　
（
１
ヶ
月
に
つ
き
２
０
０
円

　

が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。）
２

　

年
以
上
受
給
し
た
場
合
、
支

　

払
っ
た
付
加
保
険
料
以
上
の

　

付
加
年
金
を
受
け
取
れ
る
と

　

て
も
お
ト
ク
な
制
度
に
な
っ

　

て
い
ま
す
。

※
外
国
に
居
住
す
る
日
本
人
で

　

20
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
、

　

年
金
の
受
給
資
格
を
満
た
し

　

て
い
な
い
65
歳
以
上
70
歳
未

　

満
の
方
に
つ
い
て
も
任
意
加

　

入
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
任
意
加
入
・
付
加
保
険
料
の

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
小
樽
年

　

金
事
務
所
（
国
民
年
金
課
）

　

℡
０
１
３
４

－

３
３

－

５
０
２
６

　

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

年
金
だ
よ
り

村
税
等
の
集
合
徴
収

の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
任
意

加
入
制
度
に
つ
い
て

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引

に
は
届
出
が
必
要
で
す



9 広報あかいがわ　2023.9.1

INFORMATION

◆
開
催
月
日
／
７
月
20
日

◆
会
議
案
件

◇
臨
時
議
長
の
選
出
に
つ
い
て

◇
会
長
の
互
選
に
つ
い
て

◇
会
長
職
務
代
理
者
の
互
選
に

　

つ
い
て

◇
現
況
調
査
員
の
指
名
方
法
に

　

つ
い
て

◇
農
業
委
員
会
の
会
長
等
が

　
決
定
さ
れ
ま
し
た

　

７
月
20
日
（
木
）
に
第
１
回

農
業
委
員
会
総
会
が
赤
井
川
村

役
場
で
開
催
さ
れ
、
会
長
、
会

長
職
務
代
理
者
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
３
年
間
、
赤
井

川
村
の
農
業
の
発
展
に
ご
活
躍

い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

山
口　

拓
也
（
会
長
）

　
　
　
　
　
　

40
歳（
４
期
目
）

石
川　

隼
人（
会
長
職
務
代
理
者
）

　
　
　
　
　
　

48
歳（
３
期
目
）

関
野　

拓
也　

35
歳（
２
期
目
）

佐
々
木
和
之　

43
歳（
3
期
目
）

安
本　
　

大　

45
歳（
１
期
目
）

原
口
多
喜
子　

62
歳（
３
期
目
）

川
原　

浩
己　

56
歳（
１
期
目
）

木
津　

悠
樹　

40
歳（
１
期
目
）

◇
農
地
情
報
の
提
供
の
お
願
い

　

皆
様
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た

情
報
に
よ
っ
て
、
農
地
利
用
希

望
者
（
新
た
に
農
業
を
始
め
た

い
と
思
っ
て
い
る
方
、
農
業
経

営
の
規
模
拡
大
を
考
え
て
い
る

方
、
定
年
を
迎
え
田
舎
暮
ら
し

を
希
望
す
る
方
等
）
へ
情
報
提

供
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
農
地

の
流
動
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

村
内
に
空
き
農
地
を
お
持
ち

の
方
は
、
赤
井
川
村
農
業
委
員

会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
農
地
の
賃
借
、
売
買

及
び
転
用
は
、
農
業
委
員
会
の

許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
賃

借
等
を
さ
れ
る
方
は
、
農
業
委

員
会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
下
さ

い
。

◇
受
付
件
数�

売
買
希
望　

８
件

�

買
受
希
望　

２
件

�

（
令
和
５
年
８
月
14
日
現
在
）

農
業
委
員
会
だ
よ
り

農
業
委
員
会
総
会 

第
1
回

お

知

ら

せ

■
期
間

　
９
月
21
日（
木
）～
９
月
30
日（
土
）

■
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ

〇
夕
方
か
ら
夜
間
に
か
け
て
、

　

歩
行
者
や
自
転
車
の
見
落
と

　

し
や
発
見
遅
れ
に
よ
る
交
通

　

事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、
対
向

　

車
や
前
車
が
い
な
い
時
は
、

　

ラ
イ
ト
を
ハ
イ
ビ
ー
ム
に
切

　

替
え
ま
し
ょ
う
。

〇
特
に
、
右
か
ら
横
断
し
て
く

　

る
歩
行
者
に
注
意
を
し
ま
し

　

ょ
う
。

〇
運
転
す
る
前
に
、
同
乗
者
全

　

員
が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

　

イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
着

　

用
し
て
い
る
か
確
認
し
ま
し

　

ょ
う
。

■
歩
行
者
の
皆
さ
ん
へ

〇
横
断
前
に
左
右
を
よ
く
確
認

　

し
ま
し
ょ
う
。

〇
外
出
す
る
時
は
、
白
っ
ぽ
い

　

服
装
や
反
射
材
を
身
に
付
け

　

ま
し
ょ
う
。

　

飲
酒
運
転
は
悪
質
な
犯
罪

で
す
。「
飲
酒
運
転
を
し
な
い
、

さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い
」
を
徹

底
し
、
二
日
酔
い
運
転
を
含
め

た
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
ま
し
ょ

う
。

※
９
月
30
日
は
、「
交
通
事
故
死

　

ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」
で
す
！

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　「地域おこし協力隊」として社会福祉協議会で「おでかけアシストサービス」と「通院送迎サービス」の仕事
に取り組んでいます。手探りの状態からのスタートですので、ご不便をおかけすることもあるかもしれないの
で、先に謝っておきます。申し訳ありません。
　サービスの性質上、高齢者の方のご利用が多く、運転中はいろいろなお話を伺います。村の歴史や皆さま
の個人史など、いつも興味深く聞き入ってしまいます。皆さまのお力になるはずが、みなさまのお話に励ま
されて毎日感動の連続です。素晴らしい日々を送っております。
　今後、ますますサービスが充実して交通空白地帯のモデルケースになれるように育んでいきたいと思っています。
　ちなみに先月、同じ欄に載っていた「地域おこし協力隊」の富澤とは別姓ですが夫婦ですので、共 よ々ろし
くお願いいたします。

地域おこし協力隊　活動報告日誌
　No.４　地域おこし協力隊　加藤　崇規
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お知らせ伝言板

　

村
で
は
本
村
に
お
住
ま
い
の

方
、
ま
た
来
村
さ
れ
る
方
が
安

心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
放
射
線
量
率
情
報
を
公
開

し
て
い
ま
す
。

　

お
知
ら
せ
す
る
数
値
は
北
海
道

に
よ
り
整
備
さ
れ
た
環
境
放
射
線

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
及
び
テ
レ

メ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
取
集

さ
れ
た
も
の
で
、
測
定
方
法
等
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。

■
測
定
方
法

◇�

測
定
機
器
／
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ

ス
ト
（
北
海
道
設
置
）

◇�

測
定
場
所
／
北
後
志
消
防
組

合
赤
井
川
支
署

◇�

測
定
時
間
／
10
分
間
隔
で
常

時
測
定

◇
公
表

広
報
／
毎
週
火
・
金
曜
日
の

午
前
９
時
現
在
デ
ー
タ
（
前
月

14
日
ま
で
の
結
果
）
を
掲
載

※�

即
時
デ
ー
タ
を
村
で
抽
出
し

て
掲
載
す
る
こ
と
か
ら
、
北

海
道
が
公
式
に
発
表
す
る
デ

ー
タ
と
異
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

Ｈ
Ｐ
／
北
海
道
原
子
力
環
境

セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
で
即
時
デ
ー

タ
が
確
認
で
き
ま
す
。

（http://w
w
w
.genshi.pref.

hokkaido.jp/

）

※�

Ｈ
Ｐ
で
公
表
さ
れ
て
い
る
内

容
は
役
場
庁
舎
ロ
ビ
ー
に
設

置
さ
れ
た
モ
ニ
タ
ー
で
も
ご

覧
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇�

測
定
単
位
／
μ
Ｇ
ｙ
（
マ
イ

ク
ロ
グ
レ
イ
）

　

天
気
は
数
日
の
周
期
で
変
わ

る
で
し
ょ
う
。

９
月
の
気
象
情
報

赤
井
川
村
の
空
間
放
射
線
量
の
状
況

◇
気
温

－

高
40
％
・
平
30
％
・

　

低
30
％

◇
降
水
量

－

高
30
％
・
平
40
％
・

　

低
30
％

■モニタリングポストによる測定データ

年月日 空間放射線量率
（単位：μGy） 天候

2023.7.18 0.050 晴れ
7.21 0.050 晴れ
7.25 0.055 くもり
7.28 0.054 晴れ
8.1 0.055 晴れ
8.4 0.051 くもり
8.8 0.050 晴れ
8.11 0.051 晴れ

※空間放射線量は平常レベルで推移しています。

　北海道は全国と比べ家庭における温室効果ガスの排出割合が高く、総排出量の約２５％を占めています。今
回は家庭でのCO２排出量を削減するために役立つアプリケーションを紹介したいと思います。北海道が提供し
ている「北海道ゼロチャレ！家計簿」というアプリをご存じでしょうか。
　本アプリは、自宅のエネルギー使用量や料金を入力することにより、CO2排出量や光熱費を見える化するこ
とができます。自宅のCO2排出量と類似世帯の平均をグラフで比較することができるので、エネルギーの使い
すぎに気づくことができたり、ゼロカーボンへの貢献度を確認することができたりします。また、入力したデー
タは市町村ごとに集約し、家庭部門のCO2排出量算定の基礎データやゼロカーボン関連施策の施策立案、効
果検証として活用することを予定しています。
　以下のＱＲコードからアプリをダウンロードすることができるので、是非皆さんもダウンロードしてみてはいか
がでしょうか。

  「ゼロカーボン」ってなあに？　
　 第10回　北海道ゼロチャレ！家計簿について

参考　北海道庁ホームページ　他

●iPhone

●Android



11 広報あかいがわ　2023.9.1

INFORMATION

■
日
時

　

９
月
20
日
（
水
）

　

13
時
か
ら
16
時

■
場
所

　

余
市
町
中
央
公
民
館
（
余
市

　

町
大
町
４
丁
目
１
４
３
番
地
）

　

℡
２
３

－

５
０
０
１

※
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事
前

　

に
必
ず
余
市
町
役
場
へ
ご
連

　

絡
願
い
ま
す
。

　
（
℡
２
１

－

２
１
１
１
）

人
口
と
世
帯

日本人 外国人 総人口 前月比

人　口 ９６２ １３２ １，０９４ －１０

男 ４８９ ８２ ５７１ －７

女 ４７３ ５０ ５２３ －３

世帯数 ５０３ １１９ ６２７ －１０

※令和５年７月30日現在

住
民
の
ま
ど

�〈
７
月
15
日
～
８
月
14
日
届
出
〉

い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に（
婚
姻
）

お　

名　

前　

月
・
日　

区
会

松
川　
　

誠
さ
ん　

８
・
４

（
岩
井
）
玲
華
さ
ん　

２
都

お
誕
生
お
め
で
と
う
（
出
生
）

お
名
前　

月
・
日
（
ご
両
親
）
区
会

馬
場　
彩い

織お
り

さ
ん　

７
・
12　
２
町
内

（
馬
場　

鯨
介
さ
ん
・
早
紀
さ
ん
）

工
藤　
笑え

梛な

さ
ん　

７
・
27　
２
町
内

（
工
藤　

和
義
さ
ん
・
笑
里
さ
ん
）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お　

名　

前　
　

年
齢　

区
会

瀬
尾　
　

滿
さ
ん　

88
歳　
２
町
内

阿
部　

興
子
さ
ん　

78
歳　
１　

都

近
藤　

正
雄
さ
ん　

87
歳　
１
町
内

　

　

　

　

　

　

村
長
の
う
ご
き

�

〈
７
月
15
日
～
８
月
14
日
〉

（
７
月
）

18
日
◇
赤
井
川
中
学
校
ス
ポ
ー

　
　
　

ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
／

　
　
　

字
赤
井
川

　
　

◇
北
し
り
べ
し
廃
棄
物
処

　
　
　

理
広
域
連
合
第
１
回
臨

　
　
　

時
議
会
／
小
樽
市

19
日
◇
入
札
／
字
赤
井
川

　
　

◇
森
林
レ
ク
協
道
央
支
部

　
　
　

運
営
会
議
事
前
説
明
事

　
　
　

務
局
来
庁
／
字
赤
井
川

20
日
◇
第
１
回
農
業
委
員
会
総

　
　
　

会
／
字
赤
井
川

21
日
◇
緑
の
羽
募
金
赤
井
川
中

　
　
　

学
校
生
徒
伝
達
来
庁
／

　
　
　

字
赤
井
川

　
　

◇
中
村
衆
議
院
議
員
政
経

　
　
　

セ
ミ
ナ
ー
／
札
幌
市

24
日
◇
船
橋
参
議
院
議
員
政
経

　
　
　

セ
ミ
ナ
ー
／
札
幌
市

　
　

◇
日
経
新
聞
・
Ｔ
Ｖ
Ｈ
取

　
　
　

材
対
応
／
札
幌
市

26
日
◇
余
市
紅
志
高
等
学
校
の

　
　
　

在
り
方
を
考
え
る
会
／

　
　
　

余
市
町

　
　

◇
北
海
道
電
力
役
員
来
庁

　
　
　

／
字
赤
井
川

27
日
◇
北
海
道
新
幹
線
期
成
会

　
　
　

総
会
ｗ
ｅ
ｂ
／
字
赤
井
川

　
　

◇
社
会
を
明
る
く
す
る
運

　
　
　

動
ミ
ニ
集
会
／
字
赤
井
川

28
日
◇
第
２
回
公
立
高
等
学
校

　
　
　

配
置
計
画
地
域
別
検
討

　
　
　

協
議
会
ｗ
ｅ
ｂ
／
字
赤

　
　
　

井
川

　
　

◇
北
後
志
消
防
組
合
本
部

　
　
　

来
庁
／
字
赤
井
川

31
日
◇
森
林
レ
ク
協
道
央
支
部

　
　
　

運
営
会
議
／
札
幌
市

（
８
月
）

１
日
◇
小
樽
開
発
建
設
部
道
路

　
　
　

計
画
課
長
来
庁
／
字
赤

　
　
　

井
川

２
日
◇
総
務
開
発
常
任
委
員
会

　
　
　

／
字
赤
井
川

　
　

◇
Ｂ
Ｗ
Ｊ
浅
野
氏
来
庁
／

　
　
　

字
赤
井
川

３
日
◇
泊
発
電
所
の
安
全
協
定

　
　
　

に
関
す
る
連
絡
会
／
札

　
　
　

幌
市

４
日
◇
後
志
広
域
連
合
第
二
回

　
　
　

連
合
会
議
／
札
幌
市

　
　

◇
Ｔ
Ｖ
取
材
対
応
／
字
赤

　
　
　

井
川

５
日
◇
中
学
生
・
高
校
生
海
外

　
　
　

研
修
出
発
式
／
字
赤
井
川

７
日
◇
島
牧
村
長
当
選
祝
い
／

　
　
　

島
牧
村

　
　

◇
原
子
力
安
全
対
策
担
当

　
　
　

局
長
他
来
庁
／
字
赤
井
川

　
　

◇
後
志
町
村
会
臨
時
総
会

　
　
　

／
倶
知
安
町

８
日
◇
島
牧
村
藤
澤
村
長
退
任

　
　
　

挨
拶
来
庁
／
字
赤
井
川

　
　

◇
道
の
駅
連
絡
会
会
計
監

　
　
　

査
／
字
赤
井
川

９
日
◇
道
庁
観
光
振
興
監
来
庁

　
　
　

／
字
赤
井
川

　
　

◇
後
志
の
村
連
携
協
議
会

　
　
　

／
倶
知
安
町

10
日
◇
関
西
電
力
常
務
他
来
庁

　
　
　

／
字
赤
井
川

６
日
◇
水
道
下
水
道
検
定

10
日
◇
行
財
政
を
考
え
る
職
員

　
　
　

研
修
会

11
日
◇
入
札

12
日
◇
鶴
居
村
中
学
生
と
の
交

　
　
　

流
会

19
日
◇
学
校
運
営
協
議
会

　
　

◇
入
札

■今月の表紙
　今月号の表紙は赤井川中学校のスポー
ツフェスティバルです。運動会もそうでした
が、子供たちが元気に体を動かしている様
子をみると、なんだか元気がもらえますよね。
中学生にもなると、競技に迫力が増し、見
ごたえ満点でした。未来のアスリートが赤
井川から誕生するかもしれませんね。

む
ら
の
日
誌（
７
月
）

無
料
法
律
相
談
所
の
開
設
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赤井川村写真館～赤井川の四季～

弱点克服学習会
撮影：教育委員会　場所：健康支援センター　撮影日：2023年7月31日

　※「赤井川村写真館」へ掲載する写真を募集しています！
　あなたが撮影した村内の風景や静物、人物などの写真を広報あかいがわに掲載してみませんか？掲載したいまたはしても良いとい
　う方がおられましたら、役場総務課企画地域振興係までご連絡ください。なお、写真はプリント、データどちらでもかまいません
　が、2300×1550PIXEL以上でお願いします。応募のあった中から内部で審査を行い掲載していきます。掲載希望がない場合は広報
　担当及び役場職員が撮影した写真やその他情報を掲載していきます。あなたもこの機会に赤井川村を見つめ直してみませんか？

広報あかいがわでは、今後も村民の皆さんの身近な話題を掲載していきます。
皆さんが予定している行事や参加しているサークル・ボランティア活動の話
題などありましたら、総務課企画地域振興係までお知らせください。紙面の
都合により掲載できない場合もありますが、できるだけ掲載するよう努力し
てまいります。また広報や村政に対するご意見・ご感想も募集していますの
で、メール又は郵送でお寄せください。

広報あかいがわに掲載された写真は被写体となった方や関係される方々へ提
供することができます。ご希望の方はお気軽にご相談ください。

■秋になり気温も少しずつ下がってきて、過ごしやすくなってきま
したね。食欲の秋、芸術の秋、読書の秋、皆さんは秋といえば何を
想像しますか。私はお月見を想像します。今年の十五夜は９月29日
になるそうです。十五夜なのに29日って変な感じがしますが、これ
は旧暦を新暦に直した際にズレが生じるからなんです。ちなみにお
供え物がお団子なのは、丸い物は縁起が良く、食べると健康や幸せ
になれると考えられていたからだそうです。（B）




